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ついて述べている。キンギョのグアニン結晶板１枚が約 20 µm × 5 µm × 100 nmの細長い
六角形状の薄い結晶であり、無水結晶および一水和物結晶の双方の特徴を持つことを解明



















グアニン結晶 1 枚をガラス基板表面へ固定する試みを行っている。DNA を接着剤として
結晶板の側面をガラス基板に固定し、磁場配向によって結晶板の(102)面が傾斜する様子を
捉え、結晶板 1 枚での再固定・磁気制御ができることを初めて示している。さらに、非固
定のグアニン結晶板を経度方向および緯度方向へ回転させる手法を考案し、3 次元的な反
磁性マイクロマニピュレーションによる捻り回転制御法を編み出すことに成功している。 
第六章では、今後の展望について述べている。本研究の成果により、魚類のバイオリフ
レクターとしてのグアニン結晶板の動物行動学的な機能解明がさらに進むと見込まれる。
永久磁石でも発生可能な強さの磁場を用いた有機結晶のマイクロマニピュレーション法と
して、MEMS分野での波及効果も大きいと考えられる。 
 
以上のように、本論文の著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するもの
と判断する。 
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